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　「体育館ステージ」でのゲストによるトー
クショーや講座、「運動場エリア」「展示ゾー
ン」での各種イベントや展示を予定していま
す。
　詳細は決まり次第、お知らせします。
※事前予約不要です。
※４輪でイベント見学にお越しの方への駐車
スペースは会場周辺に若干数ありますが、会
場までの送迎はありません。あらかじめご了
承ください。
 　日時　11月２日（日）午前９時～午後４時
　　　　 （予定）
 　場所　旧花園中学校
 　参加費　無料
 　主催　かつらぎ町
 　運営　モーターマガジン社

　かつらぎ町では、10月から来年の３月まで
の半年間、新しい移動手段として「デマンド
乗合交通」の実証実験を始めます。高齢化が
進む中、「車の運転をやめても安心して暮らせ
る町」をつくることは、とても重要な課題です。
この取り組みは、そのための大きな一歩にな
ると考えております。
　「デマンド乗合交通」とは、予約に応じてお
迎えにあがり、一定の決められた場所（駅・スー
パー・役場・病院など）までお送りする仕組
みです。これまでのように時刻表に合わせて
出かける必要はなく、「必要なときに必要な場
所へ」動けるのが特徴です。料金は１回600
円と少し高めの設定ですが、定期券だと月
3,000円で何度でも利用できるので、負担も
少なく便利にご利用いただけると思います。
通院やお買い物など、日常的に利用される方
にはとても使いやすく、安心な公共交通です。
また、JRなどを利用して通学されている学生
の皆さまにもご利用いただけると考えており、
部活などで帰宅が遅くなる場合でも乗車可能
です。さらに、町のコミュニティバスとの乗
り継ぎもできるため、最寄りの駅や病院、スー
パーなど、日々の暮らしに役立つ移動が今ま
でより便利になります。
　町ホームページでは、動画でも紹介してい
ますが、「自宅から快適に移動できる」、「気軽
に利用できる」ことが大きな魅力です。もち
ろん、始まったばかりの制度ですので、改善
が必要な点もたくさん出てくると思います。
皆さまの声をお聞かせいただきながら、より
安心で便利な交通手段へと育てていきます。
　この実証実験をきっかけに、町全体で「移
動の安心」を支える仕組みを築いていきたい
と考えています。
　ぜひ多くの方に一度はご利用いただき、そ
の便利さを体験していただければ幸いです。
これからも「誰もが安心して暮らせる町」を
目指し、力を尽くしてまいります。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

かつらぎ町長　中阪　雅則　

町長メッセージ
町民のみなさまへ

    花園地域振興課（　 0737-26-0321）
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バイクの文化祭 ㏌ かつらぎ町
2025

イベント・講座
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　10月から「かつらぎ西部公園ウォーキン
グ広場」の利用を開始しました。遊歩道には、
国立競技場のトラックと同じ素材を使用し、
快適にウォーキングを楽しめます。
　今回開催するスマイルウォークでは、健康
づくりについての説明を行った後、約１時間
のウォーキングを実施します。
　また、インボディ（体組成）測定で自身の
健康状態をチェックできます。この機会に、
楽しく健康づくりを始めてみませんか。
　 日時　11月８日（土）※雨天中止
　　　　 午前９時30分～11時
　　　　 （受付は午前９時～）
　 場所　かつらぎ西部公園ウォーキング広場
 　対象　小学生～シニア世代
　※小学生は保護者同伴でお申し込みくださ
　　い。
　 定員　インボディ測定は先着50人
   ※申込者多数の場合は町民優先。　　　　
　※インボディ測定の有無にかかわらず、参
　　加には申し込みが必要です。
 　申込期限　10月24日（金）午後５時
 　参加費　無料（参加記念品・ミニゲーム成
　績優秀者には景品があります）
　 講師　和なごみ整骨院・パーソナルジム
　　　　 中本　智大氏

 　申込先
・生涯学習課スポーツ振興係
・かつらぎ西部公園パークゴルフ場クラブハ
　ウス（☎0736-22-8952）
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　紀の川水域の細川村で発展した細川紙。
　紙について学ぶとともに実際に紙すきを体
験してみませんか。
　 注意事項　公共交通機関ご利用の方に、高
　野山駅より12時30分出発のバスを準備し
　ています。自家用車の方は、会場橫の駐車
　場をご利用ください。
　 日時　11月16日（日）午後１時～４時
　 場所　高野山学びの杜（高野町高野山26-5）
 対象　吉野川・紀の川流域協議会構成市町
　村にお住まいの方（かつらぎ町、橋本市、
　九度山町、高野町、紀の川市、岩出市、和
　歌山市、川上村、東吉野村、吉野町、黒滝
　村、下市町、大淀町、五條市）
　 定員　40人（10歳未満の子どもは保護者  
　同伴必須）※定員を超えた場合は抽選とな 
　ります。
　 参加費　無料
 持ち物　飲み物、エプロンもしくは汚れて 
　もいい服、タオル、和紙にすき込みたいも
　の（例：落ち葉、お花など）
　 申込方法　電話でお申し込みください。
　 申込期限　10月24日（金）

「緑の募金」の受付

　緑の募金は、身近な地域の森づくりなどに
活用されます。ぜひご協力をお願いします。
 　日時　10月１日（水）～11月28日（金）
※時間は募金箱設置場所により異なります。
 　場所
・役場農林振興課、総合文化会館、花園支所
・各公民館（笠田公民館、笠田公民館佐野分
　館、大谷公民館、四郷公民館、妙寺公民館、
　三谷公民館、見好公民館、志賀公民館、四
　邑公民館、天野公民館、新城公民館）
　※日月祝除く午前9時～午後5時

　  生涯学習課スポーツ振興係（内線3018）

　  住民環境課環境衛生係（内線2066）

　  町緑化推進協議会事務局農林振興課内（内線2181）

イベント・講座 イベント・講座

世界でただひとつ
オリジナル紙すき体験

かつらぎ町
スマイルウォークの開催



公民館にPayPay導入
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　20歳の皆さまの新たな門出を祝福するた
め「二十歳のつどい」を開催します。
　対象の方へ10月中に案内状を送付します。
届かない場合や、町外へ転出した方で、出席
を希望する場合はお問い合わせください。
　 日時　Ｒ８年１月11日（日）
　　　　 午後２時～３時頃
　　　　 （受付は午後１時30分～）
    場所　総合文化会館　大ホール
    対象　10月１日現在、町に住民登録のある 
　Ｈ17年４月２日～Ｈ18年４月１日生まれ  
　の方。

　公民館の各種支払いに
PayPayを導入します。対象
は、公民館使用料、コピー
代、証明手数料、ゴミ袋代
です。
    注意事項　かつらぎ町公民館（総合文化会
　館内）、花園公民館は対象外です。
    導入開始日　10月１日（水）

男性のための料理教室

町からのお知らせ

　男性を対象に料理教室をします。
　メニューは、秋のロールキャベツ、五色サ
ラダ、デザート、ごはんです。
 　日時　10月23日（木）午前10時～
　　　　  （受付は午前９時30分～）
 　場所　総合文化会館３階　調理実習室
　 対象　町内在住の男性
 　定員　先着20人
 　参加費　300円
 　持ち物　エプロン、三角巾、タオル、マスク
　 申込方法　電話または二次
　元コードを読み取り、必要
　事項を入力の上お申し込み
　ください。

　 申込期限　10月16日（木）

　  健康保険課健康推進係（内線2218）

　  こども未来課青少年育成係（内線3015）

生涯学習課社会教育係（内線3014）

　  健康保険課健康推進係（内線2218）

健康づくり

健康づくり

イベント・講座

令和８年
かつらぎ町二十歳のつどい

糖尿病フォローアップ教室

　年間を通して、糖尿病の正しい知識が学べ
る教室です。
 みんなで楽しく健康づくりに取り組んでみ
ませんか。
　 内容　自分の歩き方を見つけよう～ウォー
   キングで有酸素運動～
※保健福祉センター３階で歩き方をチェック
後、丁ノ町周辺を30分程度ウォーキングを
します。
※雨天時は保健福祉センター内のみで運動し
ます。
 　講師　西風　幸一健康運動指導士
 　日程　10月８日（水）
　　　　  午前９時30分～11時30分
 　場所　保健福祉センター３階
　 持ち物　動きやすい服装、履きなれた靴  
   （屋外用）、帽子、飲み物

お申し込み 
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令和８年度　園児募集
認定こども園・幼稚園入園児童募集

　小児のインフルエンザ予防接種に対して助
成を行います。令和７年度から点鼻液（経鼻
弱毒生インフルエンザ）ワクチンによる接種
も対象となります。
　 注意事項　点鼻液ワクチンの接種可能年
　齢は２歳からです。鼻から接種し１回で完
　了しますが、接種できない方や医療機関に
　より取り扱いがない場合がありますので、
　予約時にご確認ください。
 　接種期間
　10月１日（水）～Ｒ８年１月31日（土）
 　対象　接種日に町内在住の生後６カ月以
　上～中学３年生の方
 　自己負担額　1,000円
　　　　　　　 （点鼻液ワクチンは5,000円）
 　助成額　実施期間内に対象者１人につき
　１回限り
 　助成方法
①協力医療機関で接種する場合
　医療機関の窓口に「助成金申請書兼代理受
領委任状」を提出し、接種費用のうち自己負
担額1,000円（点鼻液ワクチンは5,000円）
をお支払いください。
※「助成金申請書兼代理受領委任状」は対象
　者に９月末に発送予定です。
※医療機関によっては接種対象年齢が定めら
　れています。予約時に必ず年齢をお伝えく
　ださい。
②①以外で接種する場合
　医療機関の窓口で接種費用の全額を支払い、
次の物を持参し役場（保健福祉センター２階）
で払い戻しの申請をしてください。※申請期
限は、令和８年３月31日（火）です。
 　必要書類
・領収書（接種ワクチン名、対象者氏名が記
　載されたもの）
・予防接種日が分かるもの（母子手帳など）
・口座番号が分かるもの（通帳など）

     健康保険課健康推進係（内線2217）

　
　
　令和８年度に認定こども園・幼稚園へ入園
を希望する方は、申請期間内に入園手続きを
行ってください。
　詳しくは、こども未来課へお問い合わせ、
または、町ホームページをご覧ください。
 　入園手続きの流れ
　10月１日（水）～　申請書類の配布
　10月15日（水）～ 31日（金）　申請受付
　Ｒ８年１月下旬　内定通知書の送付
　Ｒ８年３月上旬　決定通知書と支給認定証
　　　　　　　　　の送付
　Ｒ８年４月～　通園スタート
 　場所　佐野こども園・三谷こども園・花
　園幼稚園・聖心幼稚園
 　対象　町内に住所を有し、令和２年４月
　２日以降に生まれ入園希望日前日に月齢６
　カ月以上の児童
 　必要書類
①教育・保育給付費支給認定申請書
②保育時間申出書
③保育の必要性を確認するための書類
 　申請書配布　こども未来課子育て支援係、
　町内こども園・幼稚園で申請書類を配布し
　ます。町ホームページでもダウンロードで
　きます。
 　申請方法　申請書類に必要事項を記入し、
　町内の在園児は、在園している園に（在園
　児の弟妹分も提出可）、新入園児は、こど
　も未来課子育て支援係に提出してください。
 　申請期限　10月31日（金）必着　

　　こども未来課子育て支援係（内線3008）

子育て 子育て

小児インフルエンザ
予防接種助成
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 接種を希望する方は、期間内に県内の実施
医療機関へ予約の上、予防接種を受けてくだ
さい。
 　注意事項
・新型コロナワクチンは、令和７年度から、
　自己負担額が変更となっています。
・県外の医療機関などで接種を希望する場合、
　全額自己負担となる場合があります。事前
　にお問い合わせください。
・接種の際は、住所が確認できる書類（運転
　免許証・健康保険証など）を必ずご持参く
　ださい。

町からのお知らせ

　
　受け取った検査キットで、提出期間内に２
日分の検便を行い、公民館に提出するだけで、
大腸がん検診を受けることができます。検査
結果は、約１カ月半後に自宅へ郵送します。

対象（接種日現在）
・満65歳以上の方（生活保護受給者の方に
　は無料接種券を送付します）
・満60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼
　吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルス
　による免疫の機能に障害のある方（接種券
　を送付します）

接種期間・自己負担額
　いずれも接種医療機関の窓口でお支払いく
ださい。
 　新型コロナワクチン
　期間：10月１日（水）～R８年３月31日
　　　　（火）
　自己負担額：5,000円／年１回
 　高齢者インフルエンザワクチン
　期間：10月１日（水）～R８年１月31日
　　　　（土）
　自己負担額：1,000円／年１回

申込方法
①橋本・伊都郡協力医療機関、または松谷医
　院（有田川町）を希望する場合
　→  医療機関に直接電話などで予約
②上記以外の医療機関を希望する場合
　→  医療機関に直接予約し、予診票を役場
    （保健福祉センター２階）で受け取る

　    健康保険課健康推進係（内線2217）

　  健康保険課健康推進係（内線2053）

健康づくり 健康づくり

　「早期の大腸がん」では、ほとんど自覚症
状がないため症状が出たら病院に行くと思っ
ていると進行している場合があり、大変危険
です。しかし、早期発見・早期治療で95％
以上の人が治ります。１年に一度、定期的に
検診を受診しましょう。

 　提出期間　11月18日（火）～20日（木）
　　　　　　  午前９時～午後５時
 　場所　町内公民館12カ所
　笠田公民館、笠田公民館佐野分館
　大谷公民館、四郷公民館
　妙寺公民館、三谷公民館
　見好公民館、志賀公民館
　四邑公民館、天野公民館
　新城公民館、花園公民館
 　対象　40歳以上で令和７年度未受診の方
 　費用　無料
 　必要書類　大腸がん検診受診券
 　検査キットの受け取り方法
①公民館で11月４日（火）～15日（土）に
　大腸がん検査キットを受け
　取る
②10月中にＬＩＮＥ申込後、
　郵送で大腸がん検査キット
　を受け取る

高齢者予防接種
（新型コロナ・インフルエンザ）

受けよう ！　がん検診
出張大腸がん検診in公民館

＼公民館で「大腸がん」検診が受けられる／

町公式LINE



児童館の急な休館をLINE通知
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10月はピンクリボン月間
早期発見は、あなたにしかできない

　地域計画は地域で数年間の農地利用の方針
や将来像、地域の農業上の課題などを整理す
る計画です。
　町は、紀の川を隔てて北側を「河北地区」、
南側を「河南地区」としており、令和７年３
月26日に策定しました。
　計画は、方針や課題をまとめた文書と、今
後数年間耕作していく農業者が決まっている
農地を示した「目標地図」で構成しています。
　策定して終わりではなく、随時見直し・変
更を行いながらブラッシュアップしていく必
要があります。
変更内容
・農地の追加
・区域内農地面積の減少
・地域内の農業を担う者の追加
詳しくは、町ホームページをご
覧ください
閲覧・意見提出
・変更箇所の地図、計画の詳細、意見書の様
　式は「町ホームページ」または「農林振興
　課」で確認できます。
・ご意見のある方は、意見書を印刷・記入の
　上、郵送もしくは農林振興課へ直接ご提出 
　ください。
 　受付期間
　10月１日（水）～ 10日（金） ※土日除く
　午前９時～午後５時

　児童館の急な休館をLINEでお知らせし
ます。お子様が児童館をよく利用してい
る方は、ぜひご登録ください。

 　 設定方法
町のLINEメニュー＞子育て＞児童館の情
報配信＞氏名を入力＞受信したい児童館
を選択＞登録

     農林振興課農業振興係（内線2103）

     こども未来課青少年育成係（内線3051）

地域計画の変更（案）

　
　

　乳がんは、約９人に１人が発症するといわ
れています。
　乳がんの発生は20歳前後から認められ、
30歳で増加、40代後半と60代後半～ 70代
前半までがピークです。しかし、早期発見と
適切な治療を受ければ、がんの中でも完治・
生存率は高い病気です。定期的に検診を受診
しましょう。
　 日程　10月19日（日）
 　場所
・紀和病院
　（橋本市岸上18-1、☎0738-24-3000）
・はた乳腺クリニック
   （岩出市川尻230-1、☎0736-63-1177）
 　対象
・40歳以上の女性で前年度未受診の方（２
　年に１回）
・令和７年度41歳になる方（前年度の受診
　歴に関わりません）
　 定員　定員あり（病院によって異なります）
  必要書類　乳がん検診受診券・マイナ保険
　証など
 　申込方法　医療機関に予約してください。

　　健康保険課健康推進係（内線2053）

健康づくり

ホームページ 
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　令和８年度からの学校給食用物資納入業者
の新規登録または、更新登録を行います。
　登録を希望する事業者また
は、生産農家の方は登録申請
をお願いします。
　詳しくは、町ホームページ
をご覧ください。
 　申請書配布日程
　10月１日（水）～31日（金）※土日祝除く
　申請書は町ホームページにも掲載していま
す。
 　申請書受付
　10月20日（月）～11月７日（金）※土日
祝除く
 　その他
・登録には審査があります。
・持参もしくは簡易書留にて提出をお願いし
　ます。※郵送の場合は11月７日必着です。
・登録による有効期間は令和８年度からの２
　年間です。

ねたきり老人介護支援金

町からのお知らせ

　日常生活に著しく支障のある在宅のねたき
りの高齢者を介護する家族などに対し、支援
金を支給します。
 　対象　10月1日時点で次の全てに該当す
　るねたきりの高齢者を居宅で３カ月以上継
　続して介護している家族などで、町内に住
　所を有し令和７年度の住民税が非課税の方。
※ねたきりの高齢者１人につき介護者１人を
対象とします。
①町内に住所を有し、満65歳以上の方。
②要介護認定３以上でねたきり状態であると
　判定できる方。
③施設に入所または入院していない方。
 　支援金額　３万円
 　申請方法　次のものを持参の上、申請し
　てください。
・介護保険被保険者証
・申請者（介護者）の振込口座が分かるもの
 　申請書期限　Ｒ８年２月27日（金）

　  福祉介護課社会福祉係（内線2069）
　  教育総務課総務係（内線3013）

　  福祉介護課社会福祉係（内線2069）

学校給食用
物資納入業者の登録申請

地域見守り協力員の募集

　町では、地域全体で互いに助け合い、支え
合う社会づくりを目指しています。
　高齢者などへの「さりげない見守り」や
「声かけ」を行う協力員を募集します。活動
は、行政や福祉関係機関、民生委員・児童委
員と連携して進めます。
・活動経費の支給あり
・活動保険の加入あり
 　対象　町内在住の方

　  管財課建築住宅係（内線2223）

住宅耐震無料相談会のおしらせ

　いつ起きてもおかしくない大地震に備え、
命を守る住まいの相談をしてみませんか。耐
震診断から耐震改修までご相談ください。
   相談内容　耐震診断、耐震設計、耐震改修・
　現地建替え、耐震ベッド・シェルターなど
　の補助内容
 　日時　10月10日（金）午後１時30分～４時
　 場所　総合文化会館３階　研修室
 対象　次のいずれかの住宅に、現在も住ん
　でいる町内在住の方。
　①木造住宅（Ｈ12年５月以前に建築）
　②非木造住宅（Ｓ56年５月以前に建築）
 　参加費　無料

相談案内

ホームページ 



　

8
月
23
日(

土)

、
か
つ
ら
ぎ
夏

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
町
内
外
か
ら
約
3
万
人
も
の
来

場
者
が
あ
り
、
会
場
一
帯
は
熱
気

と
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
浴
衣

姿
の
家
族
連
れ
や
、
友
人
同
士
で

写
真
を
撮
り
合
う
若
者
な
ど
、
幅

広
い
世
代
の
人
々
が
夏
の
ひ
と
と

き
を
楽
し
む
姿
が
あ
ふ
れ
、
会
場

は
大
き
な
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。

　

屋
台
で
は
焼
き
そ
ば
や
か
き
氷

な
ど
が
並
び
、
長
い
行
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。
食
べ
歩
き

や
買
い
物
を
し
な
が
ら
談
笑
す
る

光
景
は
、
夏
ま
つ
り
な
ら
で
は
の

温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　

夜
8
時
か
ら
は
、
皆
さ
ん
お
待

ち
か
ね
の
花
火
大
会
。
今
年
は
例

年
よ
り
6
0
0
発
多
い
2
6
0
0 

発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
約
30
分
に

わ
た
り
夜
空
を
華
や
か
に
彩
り
ま

し
た
。
大
輪
の
花
が
開
く
た
び
に

歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
と
も
に
、
観

客
の
目
を
く
ぎ
付
け
に
し
ま
し
た
。

一
夜
の
輝
き
を
思
い
出
に
残
そ
う

と
、
多
く
の
来
場
者
が
カ
メ
ラ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
夢
中
に
な
っ

て
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
盛
り
上

げ
た
の
は
、
地
元
の
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
や
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
発
表
。
迫
力
あ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
か
わ

い
ら
し
い
踊
り
に
、
大
き
な

拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
舞
台
を
飾
っ
た
出
演
者

た
ち
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
姿
は
、

会
場
全
体
を
一
気
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
夏
ま
つ
り
は
、
会

場
運
営
や
出
店
、
駐
車
場
の

提
供
、
交
通
整
理
な
ど
、
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
や
企

業
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
ご

寄
付
・
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、

総
額
は
約
4
4
0
万
円
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
改
め
て
ご
支

援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
「
盆
踊

り
」
で
は
、
櫓
を
囲
ん
で
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
一

緒
に
な
っ
て
踊
り
の
輪
を
広

げ
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
伝
統
的

な
踊
り
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
、
会
場
全
体
が
一
体
感
に

包
ま
れ
る
光
景
は
、
ま
さ
に

夏
ま
つ
り
の
醍
醐
味
。
花
火

の
後
に
も
再
び
踊
り
が
行
わ

れ
、
最
後
ま
で
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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・成虫の捕殺
　成虫を見つけた場合はすぐにその場で捕殺してく
ださい。

・薬剤散布
　10 日～14日間隔で登録薬剤を散布します。

・飛散防止のネット被覆
　目合い４mm 以下の丈夫なものを２重に巻きま
す。設置後は定期的に見回りし、成虫がいれば捕
殺します。

・成虫脱出予定孔の封鎖
　（９月～４月下旬）
　脱出予定孔に細い木の
枝などをしっかり詰めると、
羽化した成虫は外に出て
こられません。

・幼虫の掘り取り
　フラス排出場所を見つけ、ドライバーなどで食
害痕に沿って表皮をはずし、針金などで掻き出し
て刺殺します。
・スプレー剤の噴射
　フラス排出孔に薬剤を噴出させながらノズルを
差し込みます。１週間後に木くずが出ていないか
確認し、木くずがあれば再度試します。

・伐採・伐根、伐採・根覆い
　伐根しない場合は、切り株をネットとブルーシー
トで二重に覆い、成虫が出てこないようにします。

※注意  伐採した木は必ず 10mm 以下に破砕か 
　焼却などの処理をしてください。

　　　　特定外来生物に指定されている昆虫で、成虫の体長
は２～４cm。黒いつやのある体と赤色の胸部が特徴。モモ、ス
モモ、ウメ、サクラ等バラ科の樹木を好み、幼虫が樹木内部を
食害することにより樹木を枯死させます。 繫殖力が強く、粗い
樹皮や割れ目などの隙間に産卵します。孵化すると樹皮下を
食い荒らし、２～３年の幼虫期を経て成虫になります。

　　　　　　　　  　町では、果樹の被害が急増しています。
和歌山県の指標では、被害・警戒レベルは最大のレベル４（甚
大被害）に相当します。今後は、根絶よりも密度の低下による
被害軽減を目指します。

　　　　　　   〇幼虫の見つけ方
　株元から地上３m まで、直径５cm以上の幹回りがある場
所を観察して、フラス（木くずと糞の混合物）を探します。

脱出予定孔

フラス写真① フラス写真② フラス写真③

クビアカ被害樹本数(単位 :本 )

　令和７年度にクビアカツヤカミキリの防除対策を行う場合、町か
ら補助を受けることができます。手続きは、令和６年度までの制度
と異なりますので、詳細は説明会などで改めてご案内します。

 対 象　 
　モモ、スモモ、ウメ（庭木などを除く）
 対策と補助単価
　伐採・伐根（３万円/１本）
　伐採・根覆い（３万円/１本）
　ネット被覆（4,000円/１本） 
 問い合わせ 
　農林振興課林業振興係（内線 2102）

　複数の方法を組み合わせて対策を行います。対策ができてフラ
スが出なくなった樹木は残しますが、多数のフラスが出ているな
どで対策が間に合わない場合などは最終的に伐採を行います。

3000

2500

1500

750

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

成虫期

活動休止幼虫期

対策

対策

活動休止

幼虫の堀り取り
スプレー剤の噴射

被害樹伐採・伐根 被害樹伐採・伐根

飛散防止のネット被覆（特に被害樹は５月下旬までに設置）※堀り取りする場合は９月以降に除去

成虫の捕殺
薬剤散布

成虫・産卵

幼虫１年目（孵化）
幼虫２年目

幼虫３年目（蛹～羽化）

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月
春になると摂食を再開

樹木内で越冬



悩
み
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者
と
の

関
わ
り
方
に
悩
む
ご
家
族
向
け
セ
ミ
ナ
ー

橋
本
伊
都
衛
生
施
設
組
合
職
員

募
集
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くらしの情報  INFO

お 

知 

ら 

せ

一
般　
10
月
１
日
（
水
）
〜
令
和
８
年

１
月
15
日
（
木
）

試
験
日

推
薦　
令
和
８
年
１
月
10
日
（
土
）
〜

12
日
（
月
）

一
般
一
次　
令
和
８
年
１
月
25
日（
日
）

一
般
二
次　
令
和
８
年
２
月
14
日（
土
）

※
記
載
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
変
更
事
項
に
関
し
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
ま
た
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
橋
本
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
３

６
―
32
―
０
７
４
４
）

　
「
こ
ど
も
が
何
を
考
え
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
」「
就
職
の
話
ば
か
り
し
な

い
方
が
良
い
の
か
な
」「
関
わ
り
方
が

わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
お
悩
み
を
抱
え

る
ご
家
族
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
我
が
子
の
一
歩
を
後
押
し
す
る
家
族

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
10
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
（
午
前
10
時
15
分
開
場
）

場
所　
Ｊ
Ａ
橋
本
支
店
ビ
ル
３
階
会
議

室
（
橋
本
市
市
脇
１
―
１
―
６
）

対
象　
社
会
や
就
労
へ
の
一
歩
が
踏
み

出
せ
な
い
方
の
ご
家
族

定
員　
30
人
（
要
申
し
込
み
）

講
師　
一
般
社
団
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事　
山
本
大
輔
氏

費
用　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ンW

ith You

き
の

か
わ
（
橋
本
市
市
脇
１
―
１
―
６
Ｊ
Ａ

橋
本
支
店
ビ
ル
２
階
）（
☎
０
７
３
６

―
32
―
０
８
７
４
）

職
種
・
募
集
人
数 

一
般
事
務
職
・
２
人

受
験
資
格　
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平

成
20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
方
。（
令
和
８
年
３
月
卒

業
見
込
含
む
）

第
一
次
試
験
日　
11
月
22
日
（
土
）

申
込
期
間　
10
月
１
日
（
水
）
〜
31
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
※
土
日
祝
除
く

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　
橋
本
伊
都
衛

生
施
設
組
合
総
務
課
（
☎
０
７
３
６
―

　
橋
本
・
伊
都
地
域
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、「
橋
本
・
伊
都
就

職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
橋
本
・
伊
都
地
域
の
事
業
所
約
30
社

が
参
加
し
ま
す
。

　
地
元
の
優
良
企
業
と
出
会
い
、
直
接

話
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

内
容　
各
企
業
と
の
個
別
面
談

日
時　
11
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

３
時
30
分

場
所　
橋
本
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
橋
本
市
東
家
１
―

３
―
１
）

参
加
費　
無
料

対
象　
令
和
８
年
３
月
卒
業
予
定
の
学

生
、
一
般
求
職
者

主
催　
和
歌
山
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
橋
本
、
和
歌
山
県
、
橋
本
市
、
伊
都

・
橋
本
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
和
歌
山
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
三
松
堂
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株
式
会
社
（
☎
03
―
６
８
２
３
―

５
３
６
２
）
和
歌
山
労
働
局
委
託
事
業

（
一
体
的
実
施
事
業
）

32
―
０
０
２
８
）

橋
本
・
伊
都
就
職
フ
ェ
ア

◆
自
衛
官
候
補
生（
男
子
・
女
子
）

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
。

受
付　
年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
第
３
回
一
般
曹
候
補
生（
男
子・
女
子
）

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
９
月
16
日
（
火
）
〜
11
月

21
日
（
金
）

試
験
日（
予
定
）一
次　
11
月
29
日（
土
）

〜
12
月
２
日
（
火
）
決
定
次
第
通
知
し

ま
す
。

二
次　
令
和
８
年
１
月
10
日
（
土
）※

一
次
試
験
合
格
者
の
み
。

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
男
子
の
み
）

資
格

推
薦　
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な

ど
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が

推
薦
で
き
る
方
。

一
般　
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
方

受
付
期
間

推
薦　
10
月
１
日
（
水
）
〜
11
月
28
日

（
金
） 募

　
集

自
衛
官
等
採
用
案
内

詳しくはこちら



有
　
料
　
広
　
告

職
種
・
募
集
人
数 

一
般
事
務
職
・
２
人

受
験
資
格　
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平

成
20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
方
。（
令
和
８
年
３
月
卒

業
見
込
含
む
）

第
一
次
試
験
日　
11
月
22
日
（
土
）

申
込
期
間　
10
月
１
日
（
水
）
〜
31
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
※
土
日
祝
除
く

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　
橋
本
伊
都
衛

生
施
設
組
合
総
務
課
（
☎
０
７
３
６
―

広報かつらぎ  令和7年（2025年）10月号15

INFO  くらしの情報
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―
０
０
２
８
）

　
犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
や
そ
の
家
族
の
方
な
ど
か
ら

電
話
と
面
接
に
よ
る
相
談
を
受
け
付

け
、
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、
紀
の
国

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

被
害
者
支
援
無
料
相
談

相
　
談

有
　
料
　
広
　
告

有
　
料
　
広
　
告

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
面
接
相
談
は
、
で
き
る
だ
け
事
前
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。予
約
申
込
時
に
、

当
日
の
相
談
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
予
約
・
詳
細
は
、
公
益
社
団
法
人
紀

の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程　
10
月
４
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時（
最
終
受
付
は
午
後
３
時
30
分
）

場
所　
橋
本
市
教
育
文
化
会
館
（
橋
本

市
東
家
１
丁
目
６
―
27
）

相
談
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
公
益
社
団
法
人
紀
の
国

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
３
―

４
２
７
―
１
０
０
０
）

設
事
務
組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

な
ど
に
関
す
る
条
例
と
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
な
ど
の
規
定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日　
令
和
８
年
４
月
１
日
※

た
だ
し
、
受
験
資
格
が
な
い
こ
と
、
職

員
採
用
試
験
申
込
書
そ
の
他
提
出
書
類

の
記
載
事
項
が
正
し
く
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
採
用
時

に
必
要
な
書
類
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

合
格
ま
た
は
採
用
を
取
り
消
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他　
申
込
時
の
提
出
書
類
は
一
切

返
却
し
ま
せ
ん
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　
老
人
福
祉
施

設
国
城
寮
事
務
所
（
九
度
山
町
九
度
山

１
２
６
５
―
１
、☎
０
７
３
６
―
26
―

７
７
０
４
）

職
種
・
募
集
人
数　
介
護
員
・
３
人

受
験
資
格　
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
。※
た
だ
し
、
日
本
国

籍
を
有
し
な
い
方
ま
た
は
地
方
公
務
員

法
第
16
条
各
号
に
該
当
す
る
方
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

試
験
日
・
試
験
方
法

第
一
次
試
験　
11
月
16
日
（
日
）・
業

務
適
性
検
査
、
性
格
特
性
検
査
（
各
20

分
）

第
二
次
試
験　
12
月
14
日
（
日
）・
面

接提
出
書
類　
①
採
用
試
験
申
込
書
１
部

（
受
験
案
内
・
申
込
書
は
、
事
務
所
窓

口
ま
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）②
最
終
学
校
卒

業
証
明
書
、
卒
業
見
込
み
証
明
１
部

③
採
用
試
験
申
込
書
に
貼
付
し
た
も
の

と
同
一
の
写
真
（
30
㎜
×
30
㎜
）
１
枚

④
結
果
通
知
用
封
筒
（
長
形
３
号
封
筒

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、

１
１
０
円
切
手
を
添
付
）

受
付
期
間　
10
月
１
日
（
水
）
〜
14
日

（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
※
土
日

祝
除
く
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申
込
を

除
く
。

給
与　
伊
都
郡
と
橋
本
市
老
人
福
祉
施

令
和
８
年
度
国
城
寮
職
員
採
用

受
験
案
内



相　談　日

ひ
き
こ
も
り

こ 

ど 

も

就
　
　
労

く
　
ら
　
し

日　　時 問い合わせ
相 談 窓 口

● 町民税・県民税　　　　第５期
● 固定資産税　　　　　　第５期
● 町外固定資産税　　　　第３期
● 国民健康保険税　　　　第４期
● 後期高齢者医療保険料　第４期
● 介護保険料　　　　　　第４期

　 交際費の公表

弔慰
見舞い
お祝い
賛助
会費
その他

55,000円
―
―
―

67,000円
8,272円
130,272円

2件
―
―
―
6件
1件
9件

43,000円
―
―
―
―
―

43,000円

3件
―
―
―
―
―
3件計

７・８月分 町および町長
金　額 件　数 金　額 件　数

議会および議長

青年のための「居場所」
ひきこもり相談会
小中高生相談日
シニア（65歳以上）相談会
女性相談日
よりみち親の会

こども家庭センター（妊娠～子育ての相談）

障害者・ひきこもり者等就労相談支援センター

無料職業紹介所

就職相談

ふくし何でも相談　※電話相談、訪問相談可
成年後見制度の相談
無料法律相談（先着順）

理学療法士相談（予約制）

消費生活相談

不登校の居場所 ※金曜カウンセリング可、学校休業時除く

ＮＰＯ法人よりみち
（よりみち菊谷）
☎090-7093-9595

社会福祉協議会
（地域福祉センター２階）
☎22-5222

健康保険課健康推進係
（内線2059）
教育委員会（教育支援
センター）☎22-0303

ＮＰＯ法人よつ葉福祉会
（佐野677-1）☎22-3271
まちづくり推進課商工
振興係（内線2212）
伊都振興局地域づくり課
☎0736-33-4909

健康保険課健康推進係
（内線6031）
まちづくり推進課商工
振興係（内線2212）

納期限
10月31日（金）

　町税などの納付は便利で確実な口座
振替をご利用ください。

有
　
料
　
広
　
告

広報かつらぎ  令和7年（2025年）10月号 16

月～金曜13:30～15:30（祝日除く）
１日(水)13:30～15:30
14日(火)13:30～15:30
15日(水)13:30～15:30
金曜13:30～15:30
１日(水)13:30～15:30

月～金曜8:30～17:15

月～金曜9:00～15:00
（祝日除く）

月～金曜9:00～17:00
（祝日除く）
月～金曜8:30～17:15
（祝日除く）

月～金曜8:30～17:15（祝日除く）
月～金曜8:30～17:15（祝日除く）
14日(火)・27日(月)13:30～15:30

３日(金)・17日(金)
13:00～17:00

14日(火)笠田公民館佐野分館、21日(火)笠田東児童館
１日(水)・22日(水)総合文化会館　時間14:00～15:30

７日(火)かつらぎ町役場、21日(火)橋本市役所
28日(火)九度山町役場　時間13:00～16:00



●
一
般
書

栄
養
士
が
食
べ
て
い
る
作
り
お
き
献
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉　
久
美

ス
マ
ホ
が
「
老
後
の
暮
ら
し
」
を
も
っ

と
楽
し
く
楽
に
変
え
て
く
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
川　
年
昭

●
児
童
書

お
た
す
け
こ
び
と
と
や
ん
ち
ゃ
な
こ
い

ぬ
　
な
か
が
わ　
ち
ひ
ろ（
文
）・
コ
ヨ

セ　
ジ
ュ
ン
ジ（
絵
）

ぼ
く
の
い
え
　
鈴
木 

の
り
た
け
（
作
・

絵
）

図書館
だより
10月の休館日
6・20・27

開館 9:00～17:00
☎22-0303

若
き
介
錯
人
の
矜
持
を
描
く
。

安
全
保
障
を
「
税
」
か
ら
問

う
圧
倒
的
長
編
小
説
。

「
バ
ブ
ル
絵
画
」
の
裏
側
に

潜
ん
だ
底
知
れ
ぬ
闇
に
迫
る
。

お
風
呂
に
入
り
た
く
な
る
絵

本
。

国
語
の
問
題
の
解
き
方
を
ヒ

ン
ト
に
、
主
人
公
た
ち
の
心

情
の
変
化
を
描
く
。

江
戸
の
世
界
を
旅
す
る
。

新 
着 
図 
書

広報かつらぎ  令和7年（2025年）10月号17

　
自
習
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、

集
団
で
座
れ
る
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を
撤

去
し
、
１
テ
ー
ブ
ル
３
人
掛
け
と
な
り

ま
し
た
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
個
々
に
利
用
で

き
る
電
源
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
端
子
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お 

知 

ら 

せ

●
自
習
ス
ペ
ー
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

kids

一
般
書
新
着
図
書

児
童
書
新
着
図
書

「東海道五十三次」
藤澤　紫（監修）

「オーサム!国語塾」
清水 晴木（作）
いつか（絵）

「カッパおんせん、あわあわあわ」
片平 直樹（作）
高畠 那生（絵）

「玉響」
辻堂　魁（著）

「青の純度」
篠田　節子（著）

「アラート」
真山　仁（著）

●
英
語
の
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
と

楽
し
い
ク
ラ
フ
ト
作
成

講
師　
延
原　
み
か
子
氏
（一
橋
大
学

大
学
院　
言
語
社
会
研
究
科
終
了
、
国

立
大
学
法
人
長
岡
技
術
科
学
大
学
講
師

（
英
語
教
員
））

日
時　
10
月
26
日
（
日
）

【
一
部
】
午
前
10
時
〜
10
時
半

【
二
部
】
午
前
11
時
〜
11
時
半

場
所　
総
合
文
化
会
館
３
階
研
修
室

対
象　
年
長
児
〜
小
学
低
学
年
ぐ
ら
い

の
子
ど
も
。※

必
ず
親
子
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

定
員　
各
部
そ
れ
ぞ
れ
15
人

参
加
費　
無
料※

10
月
５
日
（
日
）
か

ら
図
書
館
で
申
込
受
付
開
始

READING
IS FUN!

新しくなった自習スペース。全部で
12席あります。



短
歌
（
短
歌
会
か
つ
ら
ぎ
）

TOWN CULTURE

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
天
野
の
里
訪
え
ば
秋
の
陽
差
し
に
稲
田
色

づ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芋
瀬　
重
治

水
無
月
の
光
を
曳
き
て
雨
の
降
る
山
谷
を
う
づ
む
る
夕
霧
深
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶　
　
和
子

採
れ
た
て
の
産
毛
た
っ
ぷ
り
あ
る
ト
マ
ト
迷
わ
ず
が
ぶ
り
か
ぶ

り
つ
く
午
後　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
田　
建
男

か
す
み
目
と
涙
目
老
い
を
受
け
入
れ
て
は
ひ
ふ
へ
ほ
ほ
ほ
金
婚

祝
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
い
く
子

人
込
み
で
目
と
目
が
合
い
し
お
じ
い
さ
ん
高
校
時
代
の
担
任
教

師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
神　
賢
幸

み  

な  

づ
き

ひ

こ

さ
ん  

や

う
ぶ 

げ
　かつらぎ総合文化会
館のイベント情報を
LINEで配信しています。
かつらぎ町LINEのお友
達追加後、受信設定を
お済ませください。

設定方法
❶かつらぎ町LINE友達追加
❷「受信設定」を押す。
❸生年月日を入力
＞住まいを選択＞
ほしい情報で「イ
ベント・講座」を
選択＞完了

［問］ かつらぎ総合文化会館　☎22-0303・FAX22-7102

10/1▶11/16
詳しくはこちら

かつらぎ総合文化会館 ホールのご案内

広報かつらぎ  令和7年（2025年）10月号 18

文芸の窓
LINEで

イベント情報を配信中

開催日 場所 イベント名 開演 主催・問い合わせ他

10/24（金） AV 安全運転管理者講習

第18回シビック寄席
歌謡フェスティバル和歌山
inひばりtone
第54回かつらぎ町文化展
9：00～17：00※最終日のみ15：00まで
令和７年度整備主任者・自動車検査員・
事業場管理責任者の定期研修会
第４回チャリティー新舞踊
華の会

第26回和歌山県退職公務員
連盟女性大会
令和７年度　防火ポスター及び
防火標語入賞作品の展示

和歌山県警察本部交通企画課（かつらぎ
警察署交通課）（☎22-0110）／関係者

10/12（日）

11/11（火）
～16（日）

大
伊都管楽アンサンブル
第41回定期演奏会１部歌劇「蝶々夫人」
より、２部イトカンアドベンチャー

伊都管楽アンサンブル
／西淵（☎0736-20-1515）／無料

大 紀北演劇鑑賞会
こまつ座「きらめく星座」

紀北演劇鑑賞会
／（☎0736-73-8551）／会員10/19（日）

AV 13:00

16:00

14：15

ピアノ発表会 湯川博恵（☎090-5908-5670）
坪井静香（☎22-6222）／無料

10/22（水） AV 13:30

10:00

令和７年度
改正法人税法等説明会 粉河税務署（☎0736-73-3301）／無料

10/25（土）

10/26（日）

AV 15：00 かつらぎ総合文化会館（☎22-0303）／
無料（要整理券）

大 ひばり企画／中西清美（☎080-3134-2609）
／前売3,500円、当日4,000円

11/1（土）
～3（祝・月） 大・展

9:30
かつらぎ町文化協会・生涯学習課文化振興係
（☎22-0303）／無料

11/7（金） AV 13:00 紀北自動車整備協同組合
（☎0736-42-3199）／関係者

11/8（土） 大 12:30 新舞踊　華の会／
九保芳子（☎22-1553）／無料

11/9（日）
大 10:00ＮＰＯ法人よつ葉福祉会設立

20周年記念式典・感謝祭 よつ葉福祉会（☎22-3271）／無料

AV 13:00 和歌山県退職公務員連盟伊都支部
（☎0736-20-2133）／関係者

展 9:00～
17：00 伊都消防組合（予防課）（☎22-0119）／無料
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10月 こそだてカレンダー

※りんごちゃん教室は２カ月に１回の開催。
※警報発令時の中止：午前中の健康相談・教室は午前８時
30分の時点、午後の健診・教室は午前11時の時点。

持ち物  母子手帳、バスタオル
問い合わせ　健康保険課健康推進係（内線2054）

LINE予約開始
町LINEメニューから予約できます。
・子育て広場「すくすく」の予約
・母子手帳の交付予約
・子育てに関する相談受付
・子育て支援センターイベント予約

かつらぎ町
LINE

　お父さんと遊びに来てくれた、かわ
いいお友だち。ふわふわの柔らかい仕
掛け絵本を読んでもらい、何度も大喜
び！写真越しにも、楽しそうな声が聞
こえてきそうですね。幸せいっぱいの
ひとときです。
　支援センターに、お父さんもたくさ
ん遊びに来てくれています。いつでも
お待ちしています。

イベントは都合により変更になる場合がありますので、ご
理解とご協力をお願いします。

子育て支援センターからのお便り

身体計測・医師による診察・発達観察
・育児相談・離乳食指導

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞
かせ・ペープサート・ブックスタート事
業による絵本のプレゼント

身体計測・発達観察・育児相談・離乳
食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事
指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科医師
による歯科検診・発達観察・食事指導
・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士によ
る離乳食相談など

ふれあい遊び・手遊び・絵本の読み聞
かせ

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児
健康診査
１歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

10/29㈬

10/21㈫

10/1㈬

10/15㈬
11/5㈬

10/9㈭

10/9㈭

13：30～
15：00

13：30～

10：00～

令和７年４・６月生まれ

受付時間は
個別に通知

令和６年２・３月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和６年10・11月生まれ

令和６年11月生まれ

令和５年８月生まれ

令和７年２・３月生まれ
令和７年３・４月生まれ

２歳児健康相談

子育て広場
「すくすく」
７か月児教室
「さくらんぼ」
乳児教室

「りんごちゃん」

10/10㈮

※詳しくは、健康推進係までお問い合わせください。

日程 サークル名 場所
10/17（金）笠田育児 笠田ふるさと交流館

● 育児サークル（10:00～11:00）

※利用する場合は、施設にお問い合わせください。

● 園庭開放（要事前予約）

聖心幼稚園
（☎22-1336）

佐野こども園
（☎22-6260）
三谷こども園
（☎23-3730）

9:30～10:30

9:30～10:30

10:00～11:00

9:30～11:00

10/1（水）
10/10（金）
10/24（金）

10/21（火）

10/14（火）

● 子育て支援センター
10/３・10（金）9:00～11:30
「おめでとう」のコーナー
　対象：誕生月の未就園児のみ
　持ち物：タオル・ウェットティッシュ
10/９（木）10:00～11:00
わくわく広場
　内容：カレンダー作り　持ち物：飲み物
　定員：６組　要予約：９/25（木）～
10/20（月）10:00～11:00
赤ちゃんクラブ「よちよち」
　内容：読み聞かせ　持ち物：飲み物
　定員：６組　要予約：10/６（月）～
10/30（木）10:00～11:00
なかよし広場
　内容：歯のおはなし！　持ち物：飲み物
　定員：６組　要予約：10/16（木）～

開館　月～土曜 ※祝日除く・土曜は正午まで
　　　午前９時～正午、午後１時～４時
場所　保健福祉センター１階
問い合わせ　子育て支援センター「はぐく
み」（内線6013・☎080-8317-3788）
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かつらぎ町の人口
（８月末日現在）

15,131人（前月比－4人）　男 7,138人　女 7,993人　世帯数 7,109世帯
出生 7人　死亡 19人　転入 26人　転出 18人

小学生の部
最優秀賞　妙寺小学校６年　中前　寧々さん
優秀賞　　大谷小学校５年　森實　佳奈さん
　　　　　妙寺小学校６年　井関　乙葉さん
奨励賞　　妙寺小学校６年　竹中　心結さん
　　　　　妙寺小学校６年　赤阪　果倫さん
　　　　　笠田小学校６年　前田向日葵さん

中学生の部
最優秀賞　妙寺中学校２年　𠮷田　将貴さん
優秀賞　　笠田中学校３年　木下　杏萌さん
　　　　　妙寺中学校２年　上田　快人さん
奨励賞　　笠田中学校２年　宮下　利音さん
　　　　　妙寺中学校１年　倉谷　彩心さん
　　　　　妙寺中学校１年　向井菜々美さん

少年メッセージ2025和歌山県大会

森本さん

こんにちは

8/29の４か月健診に
来た赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

　８月２日（土）、那智勝浦町のホテル浦島コンベン
ションホールにて「少年メッセージ2025」和歌山県
大会が開催され、森本竜生さん（妙寺中学校３年）が「諦
めないこと」を発表し、入賞されました。
　本大会は中学生が日頃感じていることや考えている
こと、将来の夢などを発表する大会で、当日は、県内
各地から応募のあった8,823作品の中から各地方大会
を経て選ばれた18人が発表を行いました。

平和な社会について考える作文
　８月15日（金）、かつらぎ町戦没者追悼式と平和
な社会について考える作文表彰式において、入賞者
に町長（町忠霊顕彰会長）から賞状と記念品が贈ら
れました。この作文は、町忠霊顕彰会が町内の小学
５年生～中学３年生を対象に募集し、453作品の中
から小学生の部、中学生の部でそれぞれ、最優秀賞
１人、優秀賞２人、奨励賞３人が選ばれました。
　また、最優秀賞に選ばれた２人は、かつらぎ町戦
没者追悼式で作文を発表しました。

表彰式に参加した方

うみはちゃん

そらちゃん

ひなりちゃん

ゆうやちゃん

はおちゃん

ゆうせいちゃん


